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読めば完璧!! ハンディ
    ターミナルの機能と特長
� � � �     

～　ハンディターミナル後編

前号ではハンディターミナルが具体的に活躍しているさまざまなケー

スをご紹介しました。後編の今回はハンディターミナルが持つ基本的な

機能をいくつかご紹介して、なぜハンディターミナルが多くの場所で使わ

れるか、理由の一端を覗いて戴こうと思います。

ハンディターミナルが持つ機能

（１）大容量メモリでバッチ機能を使う

前号でハンディターミナルが使われるいく

つかの具体的なケースをご紹介しました。

運送業で使われるハンディターミナルの

紹介の中に「データの取り貯め（バッチ）」

という機能について簡単に触れました。ま

ずはこのバッチ機能にからお話しをはじめ

ましょう。

バッチ機能とは前述の通りハンディターミ

ナルに読んだデータを取り貯めて、あとで

まとめてホストコンピュータなどにデータを

受け渡す方法です。データを読むごとに

無線などで転送するのではなく、データ収

集時には蓄積に専念し、データ量がまとまっ

たところでデータを渡すということです。

このバッチ機能を使うには必要なものは

何か。いちばん必要になるのは大容量の

メモリです。当然ですが、メモリの記憶容

量が大きければ大きい程、蓄積することが

できるデータは大きくなってきます。現在

ではメーカー独自のOSで開発された機種

のほか、Windows CE等のWindows製の

OSを搭載した機種も人気で、中には

128MBの大容量メモリを搭載している機種

まであります。

（２）即時性には最適な無線通信

また、正確な現在庫を把握した上で、スピー

ディに出荷指示や生産指示を出さなけれ

ばならないといった「即時性」が求められる

ケースでは、無線でデータのやり取りをす

ることが多く見られます。

「アクセスポイント」と呼ばれる無線中継

機を現場に配置し、1台のホスト機器で複

数のハンディターミナルからの通信を受け

取るという方法です。この無線通信は

Bluetoothや無線ＬＡＮなど、いくつかの方

法がありますが、ハンディターミナル側にも

主要な無線通信のインターフェイスが整っ

ていますので、使い方次第でさまざまな運

用が可能になります。

（３）アプリ開発にはＯＳ搭載の製品を

ＯＳを搭載したハンディターミナルについ

て言えば、メモリ容量の大きさもさることな

がら、アプリケーション開発の容易さに注

目すべきでしょう。

業務用ハンディターミナルのリプレイスが

検討される場合、それまで使ってきたアプ

リケーションの再構築が大きな障害になる

ことがあります。既存のハンディターミナル

が独自のＯＳや独自の開発言語を採用し

た製品の場合（このような製品は少なくあり

ません）、新たな開発キットを購入してアプ

リケーションを再構築しなければならない

　　●最新２次元コード対応ハンディターミナル
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汎用性と堅牢さを兼ね備えたPDAタイプの２次元
コード対応ハンディターミナルです。高速無線LANと
bluetoothも標準搭載、IP54の防滴性能と環境耐性も
重視。優れたコストパフォーマンスは多くの台数が必
要な場所には最適の機種となっています。

東研取り扱い

ハンディターミナル

集合写真

● ハンディターミナルに求められる機能

要求のレベル：　★ 強い　 　○ 普通　 　▲ 弱い　　× 不要

宅配業務 入出荷 ピッキング 生産管理 検針業務 携帯ＰＯＳ

ＰＤＡ端末

ＦＡ向け端末

携帯性

堅牢性

大型液晶

運用時間

大容量メモリ

無線ＬＡＮ

無線ＷＡＮ

ＲＦ－ＩＤ

携帯プリンタ

▲

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

★

★

★

★

★

★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★

★ ★

★ ★

★

×

×

×

××

×

×



Ｑ．画面サイズのQVGAとはなんですか？

Ａ． パソコン、PDAの画面サイズ（解像度）をQVGAとかVGA、SXGAなどと表記されてい

ます。PDA端末の大半はQVGAサイズの液晶画面が採用されており、数値にすると320

×240画素になります。一昔前に主流であったパソコン画面サイズがVGA（640×480）で、

PDA端末はVGAのQuarter（1/4）の画面サイズを規格化したので「QVGA」と呼ばれてい

ます。現在のパソコンの画面サイズの主流はXGA(1024×768)やSXGA（1280×1024）な

ど、高解像度の液晶画面が主流になっています。
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● 新製品情報 

医療用医薬品向け「ＲＳＳ合成シンボルオフライン検証機」リリース開始！！

お厚生労働省から発布された施行規則により、2008年９月から医療事故防止を

目的として、医療用医薬品に有効期限などを含めたコード体系の表示改正が施行

されます。

現在、製薬メーカーはもちろん、包装機材メーカーや印刷機メーカーなど、医薬

に携わる業界各社では表示改正施行に向けた動きが活発になってきていますが、

印字されたシンボルが正しく印字されているのかどうかを検証する仕組みが乏しく、

大きな課題となっていました。

そこで、当社では新コード体系の検証ニーズにお応えして「ＲＳＳ／ＲＳＳ合成シ

ンボル オフライン検証機 TVR-3153」を開発し、販売を開始しました。

この検証機はパッケージなどの印刷部の検証以外にも、アンプルやバイアルなど、

ラベルを貼り付けた状態での検証も可能になっています。さらに検証作業の操作

性を上げ、判りやすい検証結果を表示する専用のGUIパッケージソフトをセットで

提供します。

この他にも医薬品の製造ラインでリアルタイムに全数検証を可能にする「オンライ

ン検証機TVR-3151NET」や、印字データ内容が日本製薬団体連合会の医療用

医薬品表示ガイドラインに準拠しているかを検査する「データフォーマットチェッカー」

も販売を開始しています。

のです。

しかし、リプレイスを検討する場合、既存

のアプリケーションはそのままで機種だけ

を変更したいといった声も多く聞かれます。

このような場合、Windows系OSを搭載して

いる機種なら新たに専用開発キットを購

入する必要はなく、また一度アプリケーショ

ンを構築してしまえばデータを移動させる

だけで済みます。ある一定の期間でリプレ

イスが行われる現場や高い頻度で増設な

どが行われる現場では、ＯＳとアプリ開発

という観点も検討して、機種選定を行うの

が良いでしょう。

ハンディターミナルには優れた拡張機能

を持った製品もあります。

メモリカードを装着して記憶容量を増や

したり、物流業、製造業のなど多くの業界

で関心を持たれている「RF-ID」に対応し

たカードを装着したりできるものもあります。

このような拡張性もハンディターミナルの

大きな特徴であり、メリットなのです。

かつて「ハンドヘルドスキャナとパソコン

を買ったほうが安上がりだ」といわれ、コス

トの面でバーコードリーダーを内蔵したハ

ンディターミナルの導入を見送られる時代

もありましたが、時代の流れとともにその

価格は下がり、現在では「一人一台」とも

いえるような価格の機種も登場し始めて

います。

ご自身でトレーサビリティなどの運用方

法のイメージし、それを具現化するシステ

ムを構築していく中で、ハンディターミナ

ルが大きな力を発揮することは間違いあり

ません。


